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茨
城
県
片
庭
と
あ
り
、
雄お

す

の
体
長
は
二
十
四
～

二
十
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
雌め

す

は
や
や
小こ

ぶ振

り
で
産さ

ん
ら
ん
か
ん

卵
管
が
長
く
伸
び
る
と
あ
り
ま
す
。
上

の
写
真
は
雌
で
、
産
卵
管
が
鮮
明
で
す
。
こ
れ

は
、
笠
間
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
安あ

み見

珠た
ま
こ子
先
生
が
片
庭
で
撮
影
さ
れ
た
苦
心
の
作
で

す
。
シ
イ（
椎
）
の
大
木
の
高
い
幹
や
枝
で
鳴

く
こ
と
が
多
い
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
は
、
鳴
き
声
が

聞
こ
え
て
も
姿
を
見
る
こ
と
が
困
難
と
い
わ
れ

る
中
で
、
貴
重
な
作
品
で
す
。
今
春
刊
行
と
な

っ
た『
笠
間
市
の
文
化
財
』
に
も
使
用
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
私
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
か
ら
、
昭
和
五

年（
一
九
三
〇
）
七
月
二
十
七
日
付
け「
い
は

ら
き
」
新
聞
の
加か

と
う藤

正ま
さ
よ世

と
い
う
セ
ミ
の
研
究

者
の
寄き

こ
う
ぶ
ん
稿
文
を
探さ

ぐ

り
あ
て
ま
し
た
。
そ
の
文
面

で
、
当
時
、
笠
間
周
辺
で
は
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
を

「
大お

お
ぜ
み蝉
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
、
地
元
の
北
山

内
小
学
校
片
庭
分
教
場
教
員
で
あ
っ
た
堀ほ

り
え江
廣ひ

ろ
し

が
、
大
正
四
年（
一
九
一
五
）
以
降
大
蝉
の
調

査
と
保
護
活
動
に
従
事
し
、
そ
の
詳
細
な
調
査

記
録
を
贈
ら
れ
た
加
藤
は
感
服
し
、
共
著
の
形

で
学
界
へ
発
表
す
る
予
定
と
語
っ
て
い
ま
す
。

研
究
内
容
を
横
取
り
せ
ず
、
地
元
研
究
者
を
尊

重
す
る
加
藤
の
姿
勢
に
敬
服
し
ま
す
。さ
ら
に
、

明
治
三
十
八
年（
一
九
〇
五
）、
谷た

に

貞さ
だ
こ子
と
い

う
研
究
者
が「
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
」
と
命
名
、
発

表
し
た
こ
と
、
こ
の
時
期
に
新
潟
・
福
岡
・
千

葉
の
三
県
に
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

セ
ミ
の
形
は
細
長
く
、
頭
部
と
胸
・
背
部
は

暗あ
ん
り
ょ
く
し
ょ
く

緑
色
、
腹
部
は
褐か

っ
し
ょ
く色

で
羽
は
透
明
で
あ
る
と

し
、
先
の「
昆
虫
図
鑑
」
に
ま
さ
る
説
明
が
加

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
点
、
地
元
笠
間
で
注
目
す
る
資
料

が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
年（
一
九
二
九
）
十
一

月
、
昭
和
天
皇
を
水
戸
市
に
迎
え
、
茨
城
県
下

で
実
施
さ
れ
た
陸
軍
特
別
大
演
習
の
際
、
笠
間

稲
荷
神
社
社し

ゃ
し
ょ
う掌
塙
嘉か

い
ち
ろ
う
一
郎
が
作
成
・
献
納
し
た

『
西に

し
い
ば
ら
き
ぐ
ん

茨
城
郡
名め

い
し
ょ所

旧き
ゅ
う
せ
き蹟

写し
ゃ
し
ん真

絵え
ま
き巻

』に「
片
庭
の

大
蝉
」
が
収
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
コ
ノ
蝉せ

み

ハ

椎し
い

ノ
老
樹
ニ
群ぐ

ん
せ
い棲
、
一
・
二
ノ
モ
ノ
鳴
キ
始
ム

ル
ト
一い

っ
せ
い斉
ニ
鳴
キ
、
ソ
ノ
声
大
ト
ナ
ル
。
大
蝉

ノ
名
ノ
起き

い
ん因
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
国
の
天
然
記
念
物
指
定
を
受
け
る
背
景
に
は

秘
め
ら
れ
た
物
語
が
あ
り
、
ま
た
多
蝉
・
大
蝉

の
呼
び
名
の
由
来
か
ら
は
日
本
人
の
感
性
が
し

の
ば
れ
ま
す
。

（
市
史
研
究
員
　
矢や

ぐ
ち口 

圭け
い
じ二
）
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片
庭
のヒメ

ハ
ル
ゼ
ミ

ヒメハルゼミの生息地（片庭） ヒメハルゼミ（雌）
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江
戸
時
代
の
村
方
の
記
録
に
、
片
庭
・

楞り
ょ
う
ご
ん
じ

厳
寺
の
裏
山
や
八
幡
神
社
境
内
の
林
に
生
息

し
、
昭
和
九
年（
一
九
三
四
）
十
二
月
に
国
の

天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
た
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ

の
記
録
を
見
つ
け
、
驚
き
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）六
月
、

農
村
部
を
担
当
す
る
郡こ

お
り
ぶ
ぎ
ょ
う
し
ょ

奉
行
所
役
人
の
記
録
に
、

「
片
庭
村
多お

お
ぜ
み蝉
、
百
姓
佐さ

そ
う
じ
惣
次
・
又ま

た
う
え
も
ん

右
衛
門
裏

山
に
て
啼な

き
候そ

う
ろ
う

」と
あ
り
ま
す
。
時
あ
た
か
も
、

笠
間
藩
主
牧ま

き
の野
貞さ

だ
は
る喜
が
化か

せ
い政
改か

い
か
く革
と
呼
ば
れ
る

政
治
改
革
に
着
手
し
た
時
期
で
、
江
戸
時
代
の

村
々
の
記
録
の
中
で
も
特と

く
い異
な
こ
と
で
す
。
そ

れ
だ
け
に
、
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
は
笠
間
藩
で
も
注

目
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
早
速
、『
新
訂
原
色
昆
虫
大
図
鑑
』（
北
隆
館
）

を
繙ひ

も
と

く
と
、
太
平
洋
沿
岸
の
生せ

い
そ
く息
北ほ

く
げ
ん限
と
し
て


